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1.はじめに

日本の食料事情は、穀物の国際価格の変動や、中長期的に海外依存度の高い穀物類の世

界的な需要増大が考えられ、厳しい状況が想定される。

日本の食糧自給率は、食生活の大幅な変化と農業生産力の低下により、先進国中で最低

水準となっている。一方で、食の安全に対する消費者の意識変化から国産農産物の需要は

高まっている。そこで、自給率の低い品目の食料供給力の強化を図るため、新土地改良長

期計画では、基盤整備により耕地をフル活用可能にして、輸入依存度の高い大豆、小麦、

飼料や野菜等の増産を目指している。

限られた農地と担い手で食料の増産を図るには、担い手が効率的で多様な農産物生産を

展開できるよう、農地集積と汎用的で高生産性な優良農地化を図る必要がある。そのため

には、高品位安定生産のための湿害と干ばつ害対策である灌漑・排水技術が必要となる。

本報では、食料自給力向上に貢献する新たな基盤整備技術とその効果について紹介する。

2.排水不良と低コスト排水改良技術

1)排水改良の作物への効果

湿害による畑作物への農業被害には、 1996

年の北海道十勝地方の事例がある。湿害への対

応には暗渠による排水性の向上は重要であり、

テンサイやジャガイモをはじめ主要な畑作物で

の収量低下を回避する効果は高い。その効果は

平常年より湿害年に発揮され、経営安定化のメ

リットは明確である(図 1)。

2)湿害を回避する低コスト排水改良技術

排水改良としては暗渠が公共的な基盤整備で行われているが、費用が高く、短期的に広

域を整備することは難しい。そのため、低コストで直ちに対応できる排水改良として、耐

久性を高めた新たな穿孔暗渠 1)2)の開発により、より広域の排水改良を行えるようにした。

穿孔暗渠は図 2 のように、資材を用いることなく土中に排水孔となる空洞を構築する工
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注 1) 全圃場とは暗渠圃場と未設置圃場の両方を合わせて示したもの。

注 2) 暗渠圃場と未設置圃場は隣接し、同一作物を農家慣行で栽培した。

注 3) 気象は 1996 年が湿害、1997 年が平常である。地域は北海道十勝地方。

図 1 暗渠の有無が作物収量に与える影響

トレンチャ式穿孔暗渠
1)

切断刃犂体式穿孔暗渠
2)

図 2 新たな無資材による穿孔暗渠工法
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法である。土壌の種類と地目に応じてトレンチャや切断刃犂体により掘削と同時に空洞を

閉じて保つ。施工費は 1m で 60 ～ 120 円と暗渠の 1/10 未満で、大規模な畑圃場に適する。

3.農業地域発生資材を活用した土層改良技術

圃場の生産力を向上するには、作物根域を抜本的に改善する、資材を縦溝状に投入し

透水性を高める補助暗渠となる土層改良技術がある。図 3 のバーク堆肥を用いた有材心土

改良耕では、下層土の理化学性を改善し、高生産性な農地に改善できる。改良効果は整備

水準に応じて高まり、5 年経過の輪作でも収量低下はなく効果の持続性が長い(図 4)。本

技術は、生産性向上とともに減肥効果も見込め、地域資源循環からも有益と考える。

4.干ばつ害・湿害を回避する土壌水分管理が可能な地下水位調節システム4)

日本の水田では、6 割で水稲を、4 割で畑作

物が生産されている。水田と畑の生産を両立

するためや、多様な畑作物生産に向けた灌水

の必要性の高まりから、土壌水分の条件を調

節できる機能が求められていた。現在では、

これまでの排水改良とは異なり、水田の汎用

化に向けた整備で行われている暗渠に、用水

からの給水機能と地下水位を一定に維持・調

節する機能を付加した地下水位調節システム

(FOEAS) 4)(図 5)が開発され、汎用田での多様

な農業の可能性が広がっている。

本システムを利用すると、降雨時には暗渠の

機能で排水性が確保され、加えて、地下水位を

一定に維持することで(図 6)、土壌水分の変動

を小さくて作物生育を安定かすることが期待さ

れる。今後は、本システムを利活用した多様な

作物栽培技術の確立を進める。
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図 3 堆肥を下層埋設する有材心土改良耕(補助暗渠) 図 4 有材心土改良耕の作物への効果

図 5 地下水位調節システムの動作概要
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図 6 地下水位調節システムの稼働状況


